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北海道大学構内の樹種構成について
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By 
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要旨

191 

北海道大学構内の樹林糠地は石狩平野部の開拓前の林相の断片を残し，また近年都市化に

よる樹林緑地の減少著しい札幌市街地で最大の面積を占める鰻地空間としても重要な位置を占

めるが，これまで幾つかの断片的な記録が残されているにすぎない。

本報はこの樹林緑地の環境保全が今後いかにあるべきかを考える基礎として実態調査を試

み，園芸種・果樹類や蔓茎類を除く国内外の自生・植栽樹種の構成内容やサイズ，代表的な三

つの並木の概要について述べた。さらに25mX25 m以上の面積を有する 9箇所の樹林地につ

いても階層毎の種構成，推移と更新傾向等について明らかにし，考察を加えた。

北海道大学構内は札幌市の進行する人口増大と大都市化の中で，開拓以前の林相の断片も

含む歴史的にも貴重な縁地空間であることから，種々の学術調査を急ぎ，長期的かつ計画的な

環境保全が注意深く進められるべきことを述べた。

キーワード: 北海道大学，都市緑地環境，並木，樹林緑地，環境保全。
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I はじめに

現在札幌市のほぼ中心部に位置する北海道大学は，北 6~24 条，西 5~16 丁目聞に約 182

haの敷地を有する。構内は種々の建物や運動施設，厚生施設，駐車場および車道・歩道が散在

するほかは樹林や街路樹，芝生等で構成される緑地空間となっているが，毎年のように各種施

設の増設があり，緑地は次第に減少する傾向にある。また樹林地も各所に中小規模の面積で分

散的に存在するにすぎない。一方，札幌市は別途に公園・街路樹等を含む都市緑地整備・保全

計画を作成検討しているが，現存する北海道大学構内の緑地空間はその中で将来にわたってま

すます重要なものになりつつあるといえよう。

北海道大学構内は，主にその前身札幌農学校の明治9年(1876年〉開校に伴い開設された

実習農場敷地から変貌してきたが，かつての石狩平野~豊平川扇状地の原生的景観を断片的に

残しているといわれ，それは残存する大径ハルニレ群や旧恵殖寮周辺の樹林地に代表される。

しかし，その一方で明治期以降構内各所に国内外の様々な針・広葉樹が，単木的あるいは並木

状に植栽されたが，今では新旧の各種施設や在来種・樹林とうまく溶け合ったかのような独特

の景観を呈している。

構内に存在する樹林緑地については，昭和初期以降植生や昆虫，鳥類相等の調査研究も幾

っか行われてきた。しかし良好な自然林の減少と相侠って，体系だった研究はほとんど困難と

なってきたといってよいだろう。だが，今なお散在する樹林地を踏査すれば，外観の変容とは

別に優占植物種を中心に営々と更新してきた様子が認められるなど，都市域での天然更新状態

の事例研究という意味でも極めて興味深い。一方，近年都市化が急速に進む中で，昭和47年

(1972年)には演習林苗畑(実験苗圃)と農場を分断縮小して6車線の市道(石山通〉が開設

され，現在は北18条通の拡幅が計画されるなど，構内の分断や貴重な樹林緑地の縮小がますま

す進行しつつあり，市街地での大学敷地の維持管理は難しくなってきた。このように，今後も

一層進行すると予想される都市環境計画や構内の各種整備建設計画の中で，構内の樹林緑地の

全体的な実態把握は緊要と思われるが，これまでほとんど行われていなかった。

このような観点から著者らは，都市緑地環境の中で一つのまとまった単位ともいえる北海

道大学構内の樹林緑地の現状を調査することを考え，残存する樹林地のほか植栽された国内外

の高木種を主たる対象として定量的，定性的な構造・構成状態を調べた。本報ではこの中で，

一定面積以上の樹林緑地の分布や構成，人為的な影響，さらに樋栽樹種の構造や到達している

サイズ等についての調査結果を報告する。

11 調査地の概要

北海道大学は札幌市の市街地中心部からやや北側の住宅地区にあり，北 6~24 条，西 5~16

丁目にかけて最大長が南北約2.3km，東西約1.1km，面積約182haを占める(図-1)。北海
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図 1 調査樹林地，並木および各樹種の最大樹高個体位置図

Sl~S9: 各樹林地 Sl~S9， R1 ~R3: 各並木 R1へ'R3， No.1~92: 表一1 の樹種番号 Low: 低温科学研究

所， GE:教養部 Farm:第一農場 Eng:工学部 Hos:医学部付属病院 Sci:理学部 Env:大学院環
境科学研究科， Agr:農学部 Nur:演習林苗畑。

Fig. 1. Studyarea. Location of the wood stands， the tree-lined avenues， and the tallest individuals of 
each tree species shown in Table 1. 

Sl~S9: Wood stand NO.1 ~9， R1~R3: Tree-lined avenue NO.1 ~3， No.1~92: Tree species shown in 
Table 1， Low: The Institute of Lοw Temperature Science， GE: Department of General Education， 
Farm: Experiment Farms， Eng: Faculty of Engineering， Hos: Medical Hospital， Sci: Faculty of 
Science， Env: Graduate School of Environmental Science， Agr: Faculty of Agriculture， Nur: Nurs-
ery of College Experiment Forests. 
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道大学構内は石狩川のー支流である豊平川に沿って形成された，いわゆる札幌扇状地(札幌三

角州〉の扇端部の外縁部，すなわち石狩平野との接触部にあたり海抜高 9m程度のほぼ平担地

である。構内はサクシュコトニ川が貫流し，土壊は主として埴土，埴壌土あるいは壌土からなっ

ている。気候は北海道大学から約 2km 離れた札幌管区気象台のデータ(1951~1980 年〉によ

れば，月平均気温ー5.9'"'-'21.7.C(年平均 7.4.C)，月平均降水量 58~138mm (年降水量1，144

mm)で夏~冬にかけて多い。月平均湿度は71'"'-'83%，ケッベン分類でDf(寒冷気候冬季湿潤

型)に区分され冬季の多雪性では日本海型気候の特徴を示している。構内の植生は，明治時代

の開学当初は現在構内に広く散在するハルニレ樹群にイタヤカエデ(エゾイタヤ)，ヤチダそな

どを交えた落葉広葉樹林により覆われていたといわれるが，その後の農場開設や多くの建物，

運動場，車道の新設整備，芝生地造成や国内外の樹木の植栽等により大きく変貌し，現在はハ

ルニレやイタヤカエデを主とした天然生樹林地が若干残存するほかは，植栽されたハルニレ，

イチョウ，ポプラ類等が並木を形成し，国内外の植栽樹木や天然生個体が群状あるいは単木的

に散在する。

111鯛査方法

調査は構内に現存する樹木(果樹や観賞用庭園樹を除く天然生および樋栽樹木)個体につ

表ー1北海道大学構内各樹種
Table 1. Maximum height and the diameter at breast high of 

No. 樹種(和名，学名，科名，属名〉

1 イチョウ Ginkgobiloba (イチョウ科イチョウ属〕

2 イチイ(オンョ)T(D.加 αゆidataCイチイ科イチイ属)
3 ウラジロモミ Abieshomol，ψis Cマツ科モミ属)
4 トドマツ Ab加 sachalinensisCマツ科モミ属)
5 ダグラスファ -Pseudots判fJamenz加ii(マツ科トガサワラ属)
6 アカエゾマツ h・'ceaglehnii (マツ科トウヒ属)

7 ヨーロッパトウヒ Piceaabies Cマツ科トウヒ属)

8 ェ γゲノレマントウヒ Piceaengelmanni (マツ科トウヒ属)

9 シトカトウヒ Piceasitchensis (マツ科トウヒ属〉

10 カラマツ Larixleptol，ψisCマツ科カラマツ属)

11 チョウセンカラマツ Larixgmelini var. olgensis (マツ科カラマツ属)

12 キタゴヨウ Pinusparvijlora var.ρentaphylla (マツ科マツ属〉

13 アカマツ Pinusdens切'oraCマツ科マツ属〉

14 ストロープマツ Pinusstrobus (マツ科マツ属〉

15 ヨーロッパアカマツ Pinus勾I/vestrisCマツ科マツ属〕
16 モγタナマツ Pinusmugo (マツ科マツ属)

17 ヨーロッパクロマツ Pinusn忽TaCマツ科マツ属)

18 コウヤマキ S(均:do.ρitysverticillata (コウヤマキ科コウヤマキ属〉
19 メタセコイヤ Metasequoiyag.伸tostroboides(スギ科メタセコイヤ属〕
20 スギ CηIttomeriaj.ゆonz・ca(スギ科スギ属〕
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いて樹種，最大樹高をもっ個体のサイズ，位置を調べ，また北海道大学事務局管財課の資料(1983

年末作成)から樹種別本数内訳を算出した。樹林地については，高木の樹高を目安にこれを一

辺とする方形区を最小単位とした面積25mX25m以上の樹林地を対象として，各階層の樹種

構成，林床植生や更新状態など構造を調べた。また植栽された現存並木のうち代表的なポプラ，

ハルニレ，イチョウの各並木についても延長距離，樹高と胸高直径サイズ範囲，構成個体数等

を調べた。現地調査は特に断らないかぎり 1988 年 5 月 20~6 月 10 日にかけて行われた。

IV簡査結果

(1) 現存樹木

調査は北海道大学構内に現存する樹木のうち園芸種や果樹類(ライラック，ツツジ類， リ

ンゴ等〉の大部分と蔓茎類を除く樹種について行われた。各樹種のうち，最大樹高を有する個

体の生立箇所(位置)を示すと図 lのようである。これをみると，おおまかには教養部周辺，

理学部周辺，農学部周辺，および百年記念会館・環境科学研究科周辺の4プロックに分けられ

よれまたそれらの樹高および胸高直径測定値を一覧表にまとめると表-1のようである。30科

49属92種がみられ，最大樹高はハルニレの35.5m，その胸高直径は200cmに達した。 92種

を科毎にみると，最も多いのはマツ科で15種，次いでヤナギ科11種で，カパノキ科，カエデ

の最大樹高・胸高直径一覧表

each tree species investigated in Hokkaido University campus 

樹 高 胸高直径 備 考
(m) (cm) (圏外産地〉構内生立場所等

16.30 61.3 (中国) 医療技術短期大学部前

10.98 44.2 (彬) 古河講堂前

13.80 27.1 (非##) 演習林苗畑

7.47 12.3 (柑〉 演習林苗畑

11.90 16.4 (加，米，メキシコ西部) 演習林苗畑

7.79 11.6 (存者) 演習林苗畑

16.80 24.8 (欧北，中部) 旧恵廼寮跡地周囲

14.00 46.4 (加，米北中部) 第一農場

13.80 41.2 (アラスカ，加，米西部〉 第一農場

16.00 22.4 (非柑) 演習林苗畑

16.70 28.2 (中国東北部，朝鮮) 演習林酋畑

12.10 28.5 〔彬) 演習林酋畑

10.20 34.1 (彬非) 馬術部厩舎周囲

8.80 18.6 (加，米東部) 演習林苗畑

8.81 15.5 (欧，シベリア〉 演習林商畑

4.56 10.0 (欧中南部〉 農学部前

17.50 69.1 (欧中南部，小アジア〉 中央ローン

13.90 36.4 (存料) 中央ローン

14.10 52.8 (中国南部) 教養部体育館東側

12.08 25.0 (非柑) 百年記念会館周囲
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No. 樹種(和名，学名，科名，属名)

21 ヒノキ Chama向。~aris obt:ωa (ヒノキ科ヒノキ属〕

22 ドロノキ(ドロヤナギ)Po，μtlus maximowiczii ヤナギ科ハコヤナギ属〉

23 ウラジロハコヤナギ(ギンドロ)Populus alba (ヤナギ科ハヨヤナギ属)

24 ・ポプラ sp.Po，かtlussp. (ヤナギ科ハコヤナギ属)

25 イタリアクロポプラ(ポプラ，改良ポプラ)Populus nigra var. italica (ヤナギ科ハコヤナギ属)

26 シロヤナギ Salixjessoensis (ヤナギ科ヤナギ属〉

27 シダレヤナギ品lな baめ!/oni・ca(ヤナギ科ヤナギ属)

28 エゾノパッコヤナギ(エゾノヤマネコヤナギ)Salix bakko (ヤナギ科ヤナギ属〕

29 オノエヤナギ(ナガパヤナギ)Salix sachaline1ωis (ヤナギ科ヤナギ属)

30 イヌコリヤナギ Sal釘 integra(ヤナギ科ヤナギ属)

31 エゾノキヌヤナギ S辺lixρet-susu(ヤナギ科ヤナギ属)

32 エゾノカワヤナギ Salixmiyabeana (ヤナギ科ヤナギ属〕

33 オニグノレミ Juglansailanthifolia (グノレミ科オエグノレミ属)

34 ヒッコリー sp.caηla sp. (!7ノレミ科カリヤ属)
35 シラカンパ BetulaρlatJφhyllavar. ja，ρonica カパノキ科シラカンパ属)

36 コオノオレ(ヤエガワカンパ)Betula davurica (カバノキ科シラカンパ属〉

37 ルテアカンパ(キカンパ)Betula lutea (カパノキ科シラカンパ属〕

38 ベンデュラカンパ(ベノレコーサカンパ，シダレカンパ)Betula pendula (カパノキ科シラカンバ属)

39 パピリフェラカンパ(アメリカシラカンパ)Betulaかψ，yrifera(カパノキ科シラカンパ属)

40 タユガワハンノキ(コパノヤマハンノキ)Alnus inokumae (カバノキ科ハンノキ属)

41 ハンノキ(ヤチハンノキ)Alnωja，ρonica (カパノキ科ハンノキ属〉

42 プナ Faguscrenata (プナ科プナ嵐)

43 アカプナ(ムラサキブナ)Fagus勾!/vaticaforma ptゆured(プナ科プナ属)

44 ミズナラ Quenωsm刀ngolicavar. grosserrata (プナ科コナラ属)

45 カシワ Quer，αtSdentata (プナ科コナラ属)

46 ボレアリスナラ(アカナラ)Quer，αtS borealis (プナ科コナラ属)

47 !7リ Castaneacrenata (プナ科クリ属〕

48 ハノレニレ(アカダモ)Ulmus davidianほzvar. japonica (ニレ科ニレ属)

49 オヒョウ Ulmuslaciniata (ニレ科ユレ属〕

50 トウホクニレ(マンシュウニレ)Ulmusρumila (ニレ科ニレ属〉

51 ケヤキ Zelkovaserrata (ニレ科ケヤキ属)

52 ヤマグワ Morusbombycis (!7ワ科Fワ属)

53 カツラ CercidiPhyllumj.ゅoni，α仰(カツラ科カツラ属)

54 ホオノキ Magnoliaobovata (モクレン科モクレン属〕

55 キタコブシ Magnoliakobus var. borealis (モクレン科モクレン属)

56 ユリノキ(チューリップノキ)Liriodendn仰 tulipifera(モクレン科ユリノキ属〕

57 アメリカスズカケノキ Platanusoccidentalお(スズカケノキ科スズカケノキ属)

58 エゾヤマザグラ(オオヤマザクラ)Prunus sargentii (パラ科サクラ属)

59 エゾノウワミズザクラ Prunuspadus (パラ科サクラ属)

60 エゾサンザシ Crata伊 sjoza仰いラ科サンザシ属)
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樹 高 胸高直径 備 考
(m) (cm) (国外産地〕構内生立場所等

10.93 21.9 (料約百年記念会館周囲

25.50 94.2 (僻〕 演習林苗畑

13.13 83.7 (欧中南部~中央アジア) 男子学生寮周囲

30.30 124.3 (加，米中南部，欧，アジア西部〕 中央食堂西側

20.80 45.3 (欧南部?) サッカ一場南側

20.30 81.5 (非〉 理学部南側

22.50 74.6 (中国北部) 中央ローン

10.00 17.2 (非〕 遺跡保存庭園

14.80 20.0 (非) 中央食堂西側

5.25 8.3 (非〉 遺跡保存庭園

9.74 23.9 (非) 第一農場

9.75 24.2 〔非) サークノレ会館周囲

16.55 44.1 (非) 理学部南側

21.35 55.1 (北米〕 理学部南側

23.70 40.7 (非) 百年記念会館周囲

14.30 52.1 (柑) 環境科学研究科南側

5.76 6.1 (加，米東部〉 演習林苗畑

10.60 16.8 (欧~小アジア) 演習林苗畑

10.25 12.2 (加，米東部) 演習林苗畑

13.10 19.0 (柑) 演習林苗畑

21.60 49.0 (非〉 第一農場

13.70 59.2 (榊) 演習林商畑

17.00 76.8 (欧) 演習林苗畑

17.35 41.0 (非) 理学部南側

7.58 26.1 (榊〉 学生部前，檎頭伐除

23.20 45.0 (加，米東部) 第一農場

17.00 41.4 (糊) 理学部南側

36.70 232.4 (非〉 理学部南側

13.60 21.0 (彬) 低温科学研究所前

23.60 79.8 (シベリア，中国東部) 中央食堂西側

22.00 60.8 (縦約百年記念会館周囲

14.40 33.8 〔非〉 旧撒影寮跡地周辺

16.20 32.7 (伴) 理学部南側

8.53 26.4 ゆが演習林苗畑，先枯れ

19.60 51.6 (再) 遺跡保存庭園

24.30 92.6 (米東部〉演習林苗畑

20.60 109.8 (北米中南部) 教養部南側

11.10 30.5 (緋) 理学部南側

9.09 27.4 (柑) 演習林苗畑

6.07 8.9 (再〉 旧徐影寮跡地周辺
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No. 樹種(和名，学名，科名，属名〕

61 エゾノコリンゴ Marusbaccata var. mandshurica (パラ科リンゴ属〕

62 ナナカマド Sorbuscommixta (パラ科ナナカマド属〉

63 ニセアカシア(ハリエンジュ)Robinia ρseudoacacia (マメ科ハリエンジュ属〕

64 ヒロハノキハダ Phellodendronamurense var. sachali:即時se(ミカン科キハダ属)

65 ニワウルシ(シンジュ)Ailanth俗 alt:おsinω(ウノレ・ン科アイラントス属〕

66 コマユミ Euonymusalatus forma striatus (ニシキギ科ニシキギ属)

67 マユミ Euonymussieboldianus (ニシキギ科ニシキギ属)

68 オオツリパナ EuonymusplaniPes (ニ‘ンキギ科ニシキギ属〉

69 ハウチワカエデ(メイゲッカエデ)Acer Tゆ0惚iωm (カエデ科カエデ属)
70 ヤマモミジ Acerpal押wtumvar. maおumurae(カエデ科カエデ属〕

71 カラコギカエデ Acerginnala (カエデ科カエデ属)

72 イタヤカエデ(エゾイタヤ)Acer mono (カエデ科カエデ属)

73 !7ロピイタヤ Acermiyabei (カエデ科カエデ属〉

74 サトウカエデ Acersaccharum (カエデ科カエデ属)

75 ネグンドカエデ(トネリコパノカエデ)Acer negundo (カエデ科カエデ属)

76 トチノキ Aesculusturbinata (トチノキ科トチノキ属)

77 オオパボダイジュ(アオジナ)Tili勿 maximowicziana(シナノキ科シナノキ属〕

78 シナノキ Tiliajaponica (シナノキ科シナノキ属)

79 ナッツパキ St，脚 ariapseudo-ωmellia (ツパキ科ナッツパキ属)

80 アキグミ Elaeagnusumbellata (グミ科グミ属)

81 タラノキ(タランボ)Aralia elata (ウコギ科タラノキ属〕

82 ハリギリ Kalopanaxpic加s(ウコギ科ハリギリ属)

83 ミズキ Cornuscontroversa (ミズキ科ミズキ属)

84 ヤマボウシ白rnuskousa (ミズキ科ミズキ属〉

85 エゴノキ S切oaxj.ψonica (エゴノキ科エゴノキ属)
86 オオパアサガラ丹er.ω伊1ZXhi.ゆida(エゴノキ科アサガラ属)

87 エゾイボタ Ligustrumおchanωkiivar. glaかescens(モクセイ科イボタノキ属)

88 ハシドイ(ドスナラ)Syriη伊 reticulata(モクセイ科ハシドイ属〕

89 ヤチダモ Fraxinusmandshurica (モクセイ科トネリコ属)

90 アオダモ(コパノトネリコ)Fraxinus lan昭.仰切(モクセイ科トネリコ属〕

91 エゾニワトコ Sam仇tCUSsieboldiana var. m匂uelii(スイカズラ科ニワトコ属)

92 クヌギ Quercus仰がssima プナ科コナラ属〉

注1.学名は主に北方林業会(1981)によるが，一部は大井 (1983)を参照した。

2.イチョウはここでは落葉広葉樹とした。

3.・ヨーロッパクロポプラ(アメシカヤマナラシ)Po仰lusn伊"ll (欧，アジア酋部)とアメリカクロ

4.十北海道大学構内の自生種と考えられる樹種。榊・道内産の樹種。榊非.道外産の圏内樹種。

科，プナ科各7種と続き，これら 5科で半数強の 47種とかなり重要な位置を占めていることが

わかる。これらの樹種を導入産地別に分けると圏内産63種:圏外産29種とほぼ2:1となり，

圏外から導入された樹種は全体の約3分の 1(31.5%)と多くを占めている。針葉樹と広葉樹の

割合では20種:72種と広葉樹が大部分の約5分の4を占める。広葉樹72種のうち北海道産は
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. 
樹 高 胸高直径 備 考
(m) (cm) (圏外産地〉構内生立場所等

6.49 7.6 (非) サークノレ会館周囲

10.10 47.0 (彬) 環境科学研究科北東側

26.20 59.8 (米東部) 環境科学研究科北西側

22.60 65.6 (非) 旧撒影寮跡地周辺

18.20 27.4 (中国〕 理学部南側

5.24 11.3 (非〉 理学部南側

5.29 9.9 (非) 旧検影寮跡地周辺

8.25 34.0 (柑) クラーク会館南側

8.35 31. 7 (非?) 医療技術短大東側

13.50 33.9 (柑〕 歯学部付属病院南東側

9.51 21.6 (非) 旧撒影寮跡地周辺

22.90 53.6 (非〕 旧検影寮跡地周辺

14.50 44.1 (榊〉 経済学部西側

18.60 54.1 (加，米東部〉 理学部南側

17.30 53.2 (加，米東部) 環境科学研究科南側

14.10 44.9 (榊〕 環境科学研究科北東側

20.50 75.7 (緋〉 古河講堂前

18.20 52.5 (榊〉 古東講堂前

10.45 15.7 (非柑) クラ-!l会館西側

6.59 9.9 (彬〉 演習林苗畑

5.22 11.1 (非) 第一農場

22.20 69.4 〔非) 旧恵麹寮跡地周囲

14.60 38.0 (非) 理学部南側

3.95 6.7 (柑非) 理学部南側

5.59 9.9 (榊〉 演習林苗畑

10.20 19.4 (柑帯) 理学部南側

2.60 2.0 〔非) 第一農場

8.36 15.8 ゆが演習林苗畑

25.70 72.3 (非) 中央食堂西側

17.10 50.9 (柑) 演習林苗畑

8.00 12.7 (非〉 旧機影寮跡地周辺

10.70 17.5 (非彬) 第一農場

ポプラ Populusdeltoides (加，米中南部)を含む。

54種(75.0%)である。構内の自生種は広葉樹のみと思われ，種数では27種と北海道産広葉樹

の2分の 1，全広葉樹のおおよそ4割 (37.5%)，全体の約3割 (29.3%)にすぎなかった。

北海道大学事務局の調査簿(1983年末)によると，濯木類を除く胸高直径6cm以上の個体

の樹種別・本数別内訳は次の表-2のようであった。総本数は6，670本で，これを樹種別にみる
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とハルニレが最も多く 1，413本 (21.2%)と5分の 1を占める。以下はポプラ 639本 (9.6%)，

シラカンパ 630本 (9.4%)が約10分の lずつを占め，

第46巻北海道大学農学部演習林研究報告200 

ヤチダモ 338本イチイ 567本(8.5%)，

(5.1%)，ニセアカシア 316本(4.7%)，イチョウ 294本(4.4%)，イタヤカエデ254本(3.8%)，

ハンノキ 10本 (0.1%)のように続く。カラマツ 53本 (0.8%)，ニワウルシ 153本 (2.3%)，

これらの他に常緑針葉樹(大部分はヨーロッパクロマツか)392本

これらを除く残りの落葉ヤナギ類316本 (4.7%)，果樹類63本 (0.9%)があり，

広葉樹種は合わせて 1，232本 (18.5%)であった。

種類分けされていないが，

(5.9%)， 

木

北海道大学構内の代表的な並木としては第一農場のポプラ並木，教養部前から工学部前に

および13条門から応用電気研究所にかけて北 13条のイチョ

並(2) 

かけて西8丁目のハルニレ並木，

その概要は表-3のようである。

ポプラ並木:明治45年 (1912年)に北海道大学農学部林学科の学生実習苗木を 10m

間隔に植栽したのが始まりといわれ，大正5年の国土地理院発行の地形図にもみられる。並木

ウ並木の三つがあり(図 1参照)，

1. 

ポプラの生中央部が農場用車道・歩道兼用となっており未舗装である。の両側に歩道はなく，

長は早く，かつては胸高直径200cmを超える大径木もあったようだが，現在は最大胸高直径約

上層木の樹高は約 20~25m とほぼ揃っている。老朽木は幹や枝折れの他根際の空

表 2 北海道大学構内樹木本数の樹種別構成・

Number and the ratio of individuals of each tree species based on the data of 
Hokkaido University in 1983. 

130cmで，

Table 2. 

考

クロポプラ 3種“を含む。
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ヤナギ類

ニセアカシア

イチョウ

イタヤカエデ

ワウルシ

果樹類
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100.0 

-潅木類を除き胸高直径6cm以上の樹木について，北海道大学事務局の1983年末の調査簿より集計した。
事・ヨーロッパクロポプラ，アメリカクロポプラ，イタリアクロポプラ。
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表-3 北海道大学構内主要各並木の概要

Table 3. Quantitative data of the tree-lined avenues of Populus sp. (Poplar)， Ulmus 
davidiana var. j.ψonica， and Ginkgo biloba in Hokkaido University campus. 

項 目 ポプラ並木 ハノレニレ並木 イチョウ並木

延 長 距 離 (m) 300 630 330 

植 栽 間 隔 (m) 5.7~1O .1 2. 7~6.3 9.0~9.2 

車 道 幅 (m) 3.2 8.0 8.1 

歩道部分の植栽幅 (m) 2.1 4.0 2.1 

個 体 数 東側25 東側50 南側38

西側24 西側59 北側33

樹 高 (m) ケ7.7~)

15.6~26.6 8 .4~20.0 1l .0~16.3 

胸高直径 (cm) ケ12.1~)

51. 9~ 127.3 16.9~56. 7 35. 7~61. 3 

-若齢個体

201 

洞化などが生じるので，危険を避けるため随時伐倒されたり，状況に応じてその後周囲に新た

な若木が植栽されるなどしてポプラ並木が維持されてきた。付近には樹高 30m余りに達する

個体もみられるので，芯部が腐朽しなければ上層高は30mに達することも可能と思われる。

2. ハルニレ並木構内を東西に分ける幹線の中央道路沿いにみられる。並木の中央部は

舗装された車道で，両側の簡易舗装された歩道との聞の露地に植栽されている。上層木の樹高

はおおよそ 15m前後と比較的低く，胸高直径も最大約57cmと全体的に小さいが，生長は悪く

ないので今後樹高，胸高直径とも増加してゆくとみられる。

3. イチョウ並木:北 13条の舗装された車道の両側にみられる。ハルニレ並木と同様に，

車道の両側の簡易舗装された歩道との聞の露地に植栽されている。現在は最大胸高直径は約62

cm で，上層高も 12~15m とほぼ揃っている。イチョウ個体は樹幹途中から二叉，三叉など分

岐するものが多いが，生長旺盛であり樹高，胸高直径ともますます増加するものと思われる。

(3) 樹林地

構内にみられる上層がうっ閉して 25mX25m以上の面積を有し，特徴のある樹林地(図

-1参照)は9箇所 (81"'89)あり，その概要は表-4のようである。個別の調査結果を以下

に述べる。

1. 低温科学研究所前の落葉広葉樹混生林

疎立するハルニレ大径木や付近から侵入定着したと思われるシラカンパ，ポプラが上層を

占め，その後国内外の樹種が内部に植栽されたと思われるやや雑多なうっ閉林分である。最上

層(第 I層:15m以上)はハルニレ(樹高H:18.5m，胸高直径D : 121.6 cm)，シラカンパ

(H : 19.0 m， D: 22.3 cm)，ポプラ (H: 29.3 m， D: 93.6 cm)などが顕著である。第11

層(l5~ 8m)はハルニレ，オヒョウ，カツラ，シラカンパ，ヤチダモ，キタコブシ，ナナカマ
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樹林名

S1.低温科学研究所前落葉広
葉樹混生林

S2.遺跡保存庭園内ハンノキ
優占林

S3.遺跡保存庭園内ヤチダモ
壮齢林

S4.旧恵殖寮跡地周囲ヤチダ
モ優占林

S5.旧験影察跡地周囲イタヤ
カエデ優占林

S6.教養部体育館南側ポプラ
若齢林

S7.中央食堂西側落葉広葉樹
混生林

S8.環境科学研究科北東側針
広混生林

S9.農学部付属演習林苗畑の
植林地

北海道大学農学部演習林研究報告第46巻第1号

表 4 北海道大学構内樹林地の概要

Table 4. Summary of stands CSI) ~CS9) over 25 mX25 m 
in size in Hokkaido University campus. 

面積
Cm') 

主要樹種

3.600 ハルエレ，シラカンパ，ポプラ

主要林床植物

オオハナウド

1，500 ハンノキ，イタヤカエデ，キタコブシ クマイザサ

9.900 

6，000 

9，400 

2，000 

6，800 

2，300 

1，500 

ヤチダモ

ヤチダモ(ハノレニレ)

イタヤカエデ(ハルエレ，ヤチダモ)

ポプヲ

ハノレニレ，ナガパヤナギ，ヤチダモ

ニセアカシ7，イタヤカエデ，
ネグンドカエデ，ハノレニレ

チョウセンカラマツ，ウラジロモミ，
ドロノキ

オオカサスゲ，オオアワガエリ

オニモツケ，!lマイザサ，キツリアネ

オオハナウド，!lマイザサ，

エゾトリカプト

オオアワダチソウ

オオハナウド，オオハンゴンソウ，
オオアワダチソウ，ヨシ

ドFエンジン，キクイモ，

オオアワダチソウ

カモjlヤ，オオアワダチソウ，

オオハンゴンソウ，!lマイザサ

最大樹高 最大胸高
直径

Cm) ""Ccm) 

29.30 121.6 

20.∞ 104.1 

19.70 55.7 

23.90 77.7 

22.90 91.4 

18.10 26.6 

30.30 124.3 

19.70 80.2 

16.70 36.9 

ド，ニセアカシア， ヒロハノキハダ，アカナラ，イタヤカエデ，オオヤマザクラ，モイワボダ

イジュが分布し，最も種数が多L、。第III層(8~ 2 m)はハノレニレ， ミズナラ，ヒロハノキハダ，

トチノキ，キタコブシの高木種の他ヤマグワ，エゾニワトコ，エゾノコリンゴがみられる。最

下層(第W層:2m以下)は付近の親木からの散布と思われるヤチダモ，イタヤカエデ，ヤマグ

ワの稚樹が比較的多く，他にハルニレ，ニセアカシア，エゾイボタ，ツルウメモドキ，ツルマ

サキの木本植物がみられる。草本類ではオオハナウドが優占するが，カモガヤやセイヨウタン

ポポもかなり多い。他にオオヨモギ， ヒメジョオン，ゴボウ，アカツメクサ，キンミズヒキ，

l オオダイコンソウ， コンロンソウ，ニリンソウ，オドリコソウ，エゾノギシギシ，エゾトリカ

プト，イワミツバ，ウシハヨベ，タチツボスミレ，ウマノミツパなどがみられる。

2. 遺跡保存庭園内ハンノキ優占林

教養部の裏手に残存する貴重な小林分で，次のヤチダモ優占林に隣接しやや小高い箇所に

生立する。樹高21.6m，胸高直径49.0cmに達するハンノキを主体にキタコブシ，ヤチダモ，

イタヤカエデが混じって第I層を形成する。第11層はハンノキの他ヤチダモ，イタヤカエデが

少数みられる。第III層は高木種はハルニレ，イタヤカエデのみで他にヤマグワ，エゾユワトコ，

イヌロリヤナギが散在する。最下層は高木種の更新をみず木本類はヤマグワ，マユミのみで，

稗高 130~150cm のクマイザサが優占して密に地床を覆うが，所々にアキタプキ，オオヨモギ，

オオウパユリ，イワノガリヤス， ヨシ，オオハナウドや帰化植物のオオハンゴンソウ，オオア
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ワダチソウ，アメリカオニアザミなど高茎多巡草本が小群を形成し，他にはキツリフネ，イヌ

ホオズキやヒメジョオンがみられる。

3. 遺跡保存庭園内ヤチダモ壮齢林

上述のハンノキ優占部に隣接し，樹高 18~19m，胸高直径 30~35cm に達する比較的若い

林分である。第 I層はヤチダモのみからなり，第11層はヤチダモを主体に数個体のオニグルミ

が混生する。第凹層はヤチダモを欠き，少数のハルニレ，ヤマグワ，カラコギカエデ，エゾニ

ワトコ，マユミなどがみられる。第IV層はやや凹地はオオカサスゲ，オオアワガエリ(チモシー)

が優占し，凸地は所々でエゾイラクサが群状にみられるものの，主としてキタヨシが優占し密

に地床を覆う。ヤチダモ稚樹はみられず，他の高木・亜高木種(オニグルミ，ハルニレ，ヤマ

グワ〉の稚樹も林縁部に散生する程度であり，密生する草本種の中での更新はほとんどみられ

ない。これらの他，この層にはエゾノコリンゴ，エゾニワトコ，マユミ，ノイパラ，オオハナ

ウド，オオヨモギ，オオウパユリ，エゾノギシキ・シ，オドリコソウ，キツリフネ，ヤプニンジ

ン， ヌマゼリ， ミゾソパ，キンミズヒキ，クサノオウ，アマチャヅル， トクサ，スギナ，帰化

植物のカモガヤ(オーチヤード・グラス)，オオアワダチソウなどがみられる。ヤチダモの群生

する中心部はうっ閉しておりやや暗いが，これを除けば地床は全体にかなり明るく，人為撹乱

の痕跡も各所にみられる。また付近は歩道が入り込み，上記のオオアワガエリ，カモガヤなど

牧草種が小群落を形成している。

4. 旧恵廻寮跡地周囲ヤチダモ優占林

旧恵姐寮跡地南側に生立し，上層は大半をヤチダモが占め，他にハルニレ，ハリギリ，ヨー

ロッパトウヒ(植栽木)が点在する。樹高 18~25m，胸高直径 50~70cm に達する老齢林分で

ある。第11層は第I層と同様にヤチダモが大部分を占め，これに混じってハルニレ，イタヤカ

エデ，シラカンパ，キタコブシ， ヒロハノキハダ，ナガパヤナギ，ポプラ等が点在する。第凹

層はやや貧弱でヤチダモ，イタヤカエデ，キタコブシ，ハリギリ，オオヤマザクラ(エゾヤマ

ザクラ)，ニセアカシア，エゾノパッコヤナギ，エゾノカワヤナギ，シロヤナギ，ヤマグワ，ネ

グンドカエデ，エゾニワトコの他，植栽されたハルニレもみられる。第IV層は多様でヤチダモ

稚樹が散在する他，ハルニレ(幹折れ，被庄)，ハリギリ，イタヤカエデ，ベニイタヤ，キタコ

プシ(萌芽)，ナガパヤナギ，ヤマグワ，カラコギカエデ，エソノコリンゴ，ツリパナ，マユミ，

エゾイボタ，ノイパラ，ツタ，ツルマサキ，ヤマブドウ，ノブドウ，ツルウメモドキ，ツタウ

ルシの木本植物がみられる。更にオオヨモギ，アキタプキ，エゾイラクサ， ヨシ，オニシモツ

ケ， ヨプスマソウ，オオウパユリ，オオハナウド，エゾノギシギシ，クサソテツ， ミズパショ

ウとオオアワダチソウ，オオハンゴンソウ，キクイモ，ヒメジョオン，カモガヤ，アカツメク

サ，ゴボウ等の帰化植物・逸出作物を含めた高茎多巡草本の他クマイザサ，キツリフネ，オオ

ダイコンソウ，ツユクサ，キンミズヒキ， ミチヤナギ，ヌマゼリ，ムカゴイラクサ，オオイヌ

タデ， ミゾソパ，ノプキ，セリ， ミツパ， ウマノミツパ， ヌスピトハギ， コンロンソウ，タチ
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ツボスミレ，コカンスゲ，エゾフユノハナワラビ等がみられる。林床はキツリフネが比較的多

くみられる他オニシモツケ，クマイザサがそれぞれ小群落を形成している。これらの植物は湿

性~弱乾性の壌土~埴壌土にかなりよく対応している。林縁から外縁部にかけては帰化植物・

逸出作物のキクイモ，オオアワダチソウ，オオヨモギ，ゴボウなどが優占し，草原状を呈して

いる。これを除けば本林分内では上層を占めるヤチダモが最下層に至るまで後継個体を多く有

しているのが特徴的で，地表撹乱など人為的な影響も薄らいできており，今後ともヤチダモ優

占の林相が維持されるものと考えられる。

5. 旧轍影寮跡地周囲イタヤカエデ優占林

旧検影寮(跡地)裏側とサッカー場の聞に生立し樹高 24~25m，胸高直径 70~90cm に達

する老齢林分である。第 I層は樹冠の大きなイタヤカエデの大径高木が優占散在し，聞を埋め

るようにハルニレ，ヤチダモ， ヒロハノキハダ，キタコブシ，さらには林縁付近に後から定着

したと思われるニセアカシアが点在する。第11層はイタヤカエデの他ハルニレ，キタコブシ，

ミズキ，ヤマグワが散在し，林縁部でシラカンパ，ナガパヤナギ，ニセアカシアがみられる。

第III層はイタヤカエデ，ハルニレ，ヤチダモ，ハリギリ， ミズキ， ヒロハノキハダ，ヤマグワ

に低木のカラコギカエデ，エゾニワトコ，マユミが加わる。第IV層はイタヤカエデ，ヤチダモ，

ハリギリ， ミズキ，タラノキ，ヤマグワ，エゾニワトコ，エゾイボタ，フッキソウ，ヤマブド

ウ， ツルアジサイ， ノイバラ， ツルマサキ， ツルウメモドキ， ツタウルシ等の木本植物の他オ

オハナウド，エゾトリカブト，パイケイソウ，オオウパユリ，エゾイラクサ，アキタブキ，ヨ

プスマソウ，エゾアザミなどの高茎草本，クマイザサ，オドリコソウ， コンロンソウ，ヤブニ

ンジン，キツリフネ，ニリンソウ，クルマパソウ，オオバナノエンレイソウ，エゾエンゴサク，

ノプキ， レンプクソウ，オオダイコンソウ， ミツパ，カラハナソウ， コカンスゲ， トクサ，さ

らにゴボウ， ヒメジョオン，セイヨウタンポポ，キクイモ，オオハンゴンソウ，オオアワダチ

ソウ，カモガヤなどの逸出作物・帰化植物がみられる。土嬢はやや湿性の壌土~埴壌土で林床

植生もこれに応じたものとなっている。イタヤカエデの稚苗，稚樹は若干存在する程度で，全

体に他樹種も含め更新は不良といえる。草本類ではオオハナウド，エゾトリカブト，クマイザ

サの3種が各所に小群をなすなど多くみられるが，全体として密生するほどではない。林分内

は歩道が通り，これに沿って地床の撹乱・踏圧の影響を受けたり，帰化・逸出植物が侵入，定

着するなど様々の人為的影響が入り込んでいる。しかし，全体として優占するイタヤカエデは

下層に十分の後継個体を有しているとみることができ，現状ではまだ当分イタヤカエデ優占の

林相が推移すると考えられる。本林分の特筆事項として南東側林縁部では散在するイタヤカエ

デ，ハルニレ大径高木樹冠下に樹高 7~10m のヤマグワが群状をなしている。

6. 教養部体育館南側ポプラ若齢林

教養部体育館南側の陸上グラウンド跡地と思われる箇所に生立し，樹高 17~18m，胸高直

径 26~27cm に達するほぼポプラが純林状をなす若齢林分である。第 I 層には稀にドロノキが
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点在する。中央部の20mX20 mの調査区中，ポプラは大小合わせて 79個体(1，975個体/ha)，

ニセアカシア 10個体(250個体/ha)，ハルニレ 2個体(50個体/ha)， ドロノキ， トウホクニレ

各1個体(各25個体/ha)の合計93(2， 325/ha)個体であった。各層毎にみると第1， 11層は

ポプラのみ，第III層はポプラの他ニセアカシアとハルニレ， ドロノキ(先折れ)，第IV層はポプ

ラを欠きハルニレ，ニセアカシア， ミズキ，オオヤマザクラ， トウホクニレ，アカナラ，ネグ

ンドカエデ，ツルウメモドキ，ノイバラなど木本植物の他オオアワダチソウ，カモガヤ，オオ

ハンゴンソウ，ヒメジョオン，アレヂマツヨイグサ，セイヨウタンポポ，イワミツバ，ゴボウ，

アカツメクサなど帰化植物・逸出作物やアキタブキ，オオヨモギ，エゾノギシギシなど大型多

巡草本，さらにキンミズヒキ，へラオオバコ，フウロソウ，スギナなどの植物もみられ，殊に

オオアワダチソウが多い。地床は約1cmの厚さのA。層の下は撹乱された壌土~埴壌土で上記

の植物は弱湿~弱乾性の土壌に対応しているとみられる。林内はかなりうっ閉してきており，

陽光を好むポプラの更新は全くみられず，第皿層のポプラ個体も被圧され枯死が顕著だが，同

様の傾向は第11層下部の個体にもみられる。林内孔状地で、はハルニレ，ニセアカシア，アカナ

ラおよびネグンドカエデの稚苗や稚樹が散在するが，ここでもポプラの後継個体はみられなし、。

本林分は全体として，今後ますます個体聞の競争によりポプラ個体が減少しつつ残存個体の樹

高，胸高直径が増大し，これに孔状地に侵入定着したニセアカシアやハルニレを少数交えたポ

プラ優占林分として推移してゆくものと考えられる。

7. 中央食堂西側の落葉広葉樹混生林

中央食堂裏(北西)側から理学部地球物理学・数学教室建物北側にかけて工学部との聞に

生立する樹高30m，胸高直径120cmに達する種々の落葉広葉樹種の混生林分である。第 I層

は大径高木のハルニレ，ヤチダモ， トウホクニレの老齢木個体にナガパヤナギが加わり点在す

る。第11層はハルニレ，ヤチダモの他シラカンパ，ハリギリ，ケヤキ，ニワウルシ(シンジュ)，

ヒロハノキハダ，ナガパヤナギ，エゾノカワヤナギ等が混在する。第III層はノ、ルニレ， トウホ

クニレ，ハリギリ，オニグルミ，シナノキ， トチノキ，ナガパヤナギ，ニワウルシ，ヤマグワ，

エゾニワトコ等がみられる。第IV層は木本類がハルニレ，ヤチダモ，ハリギリ，ニワウルシ，

ノイバラとやや貧弱である。草本類ではオオアワダチソウ，オオハンゴンソウといった帰化植

物やオオハナウド， ヨシ，ヤブジラミ，カキドオシ等がそれぞれ群状をなしている。これらの

他はアキタブキ，エゾゴマナ，オオイタドリ，アマニウ，エゾノギシギシ，キンミズヒキ，ム

カゴイラクサ，クサノオウ，ハコベ， ミツバ，キツリフネ，オオカサスゲやゴボウ， ヒメジョ

オン，セイヨウタンポポ，イワミツバ， ヒメオドリコソウ，カモガヤ等の逸出作物・帰化植物

がみられる。本林分の中央から東側にかけては，かつての建物跡かあるいはゴミ捨て場にも使

われていた様子で瓦礁などが露出しており，それらの地表撹乱跡地にヤナギ類を主として更新

し，西側のハルニレ，ヤチダモなどの大径高木群と繋がったものと考えられ，現在雑多な林相

を呈している。全体としてみれば，ハルニレは各層にみられヤチダモも第III層に欠如するもの
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の後継樹は比較的多く，地床やや明るい箇所を中心に更新中で，両種とも上・中層の個体数が

比較的多いのが本林分の特徴でもある。一方，ヤナギ類は更新稚樹は全くといってよいほどな

く，現在第 11層を主として第 I~皿層にみられるが，密に群状をなしており，今後とも個体聞

の競争は激化するものと思われる。こうして本林分はハルニレやヤチダそを主体とする林分へ

と推移して行くものと考えられる。

8. 環境科学研究科北東側の針広混生林

大学院環境科学研究科横の旧外国人教師宿舎跡地に生立し，大部分植栽木からなり，現在

樹高23m，胸高直径85cmに達する，少数の常緑針葉樹と多数の落葉広葉樹の混生林である。

現在の林相からみると，本林分はハルニレやイタヤカエデが単木状に散在していたところに宿

舎が建設され，それに伴い種々の国内外の樹種が植栽され，林縁や孔状地さらに宿舎撤去後の

跡地にニセアカシア，ハルニレ，ネグンドカエデなどが侵入定着したものと考えられる。第 I

層は林縁部に散在する少数のニセアカシアと 1個体のシラカンパからなる。第11層はニセアカ

シア，シラカンパ，ハルニレの他イタヤカエデ，ナナカマド，ネグンドカエデ， トチノキ，イ

チョウ，テウチグルミ，ナシ，ヨーロツバクロマツ，ヨーロッパトウヒ，キタゴヨウ等がみら

れる。第四層はニセアカシア，ハルニレ，シラカンパ，イタヤカエデ，ヤマモミジ，ハリギリ，

ミズナラ，ヤマグワ，エゾニワトコ，ニワウルシ，マユミ，ネグンドカエデ，ムラサキハシド

イ，ナシ，テウチグルミ，イチイ，カラマツと多様である。第IV層はさらに種数が増えて，ニ

セアカシア，ハルニレ，ハリギリ，ヤマグワ，ヤチダモ，イタヤカエデ，ネグンドカエデ，テ

ウチグルミ，エゾマツ，エゾニワトコ，マユミ，エゾイボタ，ヤマブキ，セイヨウスグリ，ナ

ワシロイチゴ，ヤマブドウ，ツタ，ツルウメモドキ等の木本類とアキタプキ，エゾノギシギシ，

オオウパュリ，オオヨモギ， ウマノミツパ， ミツバ，シャク，キンミズヒキ， ツユクサ， ツボ

スミレ，フウロソウ， ドクダミ，ハッカ，エゾカンゾウ，スズラン，アヤメ Sp.，キパナノアマ

ナ，マイズルソウ，アキノキリンソウ，オトコエシ，カキドオシ，ハコベ， ヒメスイバ，スズ

メノカタビラ，グマイザサ，クサソテツ，さらにゴボウ，カモガヤ， ドクニンジン， ヒメジョ

オン，ハルジョオン，アレヂマツヨイグサ，オオアワダチソウ，セイヨウタンポポ，オオハン

ゴンソウ，ヤマゴボウ，ツルニチニチソウ，キクイモ，シロツメクサ，アカツメクサ，オオパ

コ， ロシアコンフリー，スイセン，クロッカス等の逸出作物，園芸植物，帰化植物が豊富にみ

られた。表土は適潤性の壌土で，全体に木本類ではイタヤカエデ，ハルニレ，ニセアカシア，

ネグンドカエデの稚樹が多く，とくに後三者はそれぞれ小群状をなす。林分内は3本の小歩道

が通り，その付近や孔状地，林縁部などは稗高 35~80cm のクマイザサ，帰化植物で草丈

1. 5~2.0 mのドクニンジン，オオアワダチソウおよびキクイモがそれぞれ群状をなしている。

このように本林分では少数の常緑針葉樹を残したまま，多数の後継樹を有するニセアカシアと

ともにハルエレ，イタカヤエデ，ネグンドカエデを加え，これらを上層主要木とするような混

生林へと推移してゆくものと考えられる。



北海道大学構内の樹種構成(春木・露崎・滝川) 却7

9. 農学部付属演習林苗畑の植林地

他の樹林地とは全く異質で，植栽木のみからなり樹高 17m，胸高直径約30cmに達する

うっ閉した植林地で常緑針葉樹のウラジロモミ，アカエゾマツ， ヨーロッパトウヒ，ダグラス

ファー(オレゴンパイン)，シトカトウヒ，落葉針葉樹のチョウセンカラマツ，落葉広葉樹のド

ロノキなどからなる。表土は適潤の壌土ないし埴壌土からなり，地床はうっ閉度が強いため特

に下刈りをしていないが，枝打ちは行われており見通しも良L、。第 I層はチョウセンカラマツ

とドロノキ，第11層はチョウセンカラマツ， ドロノキの他キタゴヨウ， ヨーロッパトウヒ，シ

トカトウヒ，ウラジロモミ，ダグラスファーと林縁部のハリギリ，オニグルミ，ネグンドカエ

デがみられる。第凹層はアカエゾマツ，ウラジロモミのほか，チョウセンカラマツの比較的明

るい樹冠下に侵入定着したハリギリが比較的多く散在している。第IV層は周辺の親木の種子か

ら同様に地床に散布され定着したハルニレ，ナナカマド，コナラ，ヤマグワ，エゾイボタやヤ

マブドウ，クロイチゴ，ツタの木本類，林縁部に多く草丈 150~200cmに達するゴボウ，オオ

アワダチソウ，オオハンゴンソウ，キクイモ，カモガヤ， ヒメジョオン，セイヨウタンポポ等

の逸出作物や帰化植物，さらにエゾノギシギシ，オオヨモギ，オオハナウド，ヘラオオパコ，

ノプキ，スギナと稗高 55~100cmのクマイザサがみられる。とくにオオアワダチソウ，カモガ

ヤ，クマイザサ，オオハンゴンソウはそれぞれ群状をなしている。本林地は全体に植栽木の生

長も良く，植栽木個体聞の競争が激しくなってきており被圧木も生じている。ここでは必要に

応じて各種の手入れもなされているが，現状で推移すれば上層の植栽木と下層の侵入定着木と

の今後の競争状態が予想されるところである。

V 考察および結論

(0 現存樹木

現存樹種については表-1，2のように構内自生種は27種，約4分の lと少なく，大半は他

の道内産，道外(圏内〕産，そして外国産樹種からなり，殊に圏外からの導入が多かった。圏

外からのものは欧米，アジアの常緑針葉樹やイタヤ類，カンパ類等の高木種で，北海道と類似

の気候をもっ地域からの導入が多くを占めている。しかも特徴的なことは道外産の林業的に重

要なカラマツ類，スギ， ヒノキ，あるいは道内主要樹種であるトドマツ，エゾマツ，アカエゾ

マツなどがほとんど植栽されておらず，対照的に外国樹種が数多く植裁されていることである。

外国産樹種の導入試験は林業的には昭和30年代から活発化したが，それは100種を上回る多種

多様なもので，結局構内の外国産樹種の導入植栽は林業的な導入計画とは必ずしも同じ歩みを

示さず，独自に種々のルートで導入されたものと考えられる。

次に北海道大学事務局調査簿から昭和 56~59 年度の枯死，風倒伐採木や各種施設新増設に

伴う支障伐採木本数を拾うと合計208個体である。これを樹種毎にみるとハルニレ 41，ポプラ

40，ニセアカシア 18，ヤナギ類17，イチイ 15，ドロノキ 11の順となり，これらで約7割を占
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める。このように径級を無視すれば，伐採木は構内に広汎にみられるハルエレに必ずしも偏っ

ておらず，むしろハルニレや植栽木のイチイを除けば，成長が早くしかも構内各所に容易に天

然更新しているとみられる落葉広葉樹が主体となっているといえよう。構内を見回しても新た

な高木性樹種の導入は少なく，全体的にはツツジ類などの庭園瀧木類が増加していることがわ

かる。これは散在する上木と潅木群を芝生の中に配置させたような公園風の緑地空間作りが新

設の各施設周囲で増えている結果と考えられ，これまでのような様々な高木性樹種導入とは

違った傾向となってきていることを窺わせる。

(2) 樹林地環境

北海道大学構内の古植生については，昭和田~62 年の遺跡発掘調査(吉崎・岡田編，

1981~1987) によって遺跡保存庭園付近のコトニ川の支流サクシュコトニ )11やセロンベツ JII周

辺の地下1m余の深さまでの花粉分析から約1，200年前の19属1科の常緑針葉樹，落葉広葉

樹，潅木類や3属13科の草本類， 3科のシダ類の花粉・胞子が検出推定されている。また堰状

魚止め施設跡から木杭，小枝，木製品に使われていた樹種はヤチダモ，イチイ，ノリウツギ，

カエデ，アカトドマツ，アカエゾマツ，ハルニレ，ヤナギ類，ハリギリ，シラカンパ，ウダイ

カンパ，オニグルミ， ミズナラ，カシワ，イヌエンジュ，ハンノキなどで，中でもヤチダモが

大半を占めていたという。これらの樹種の中には現在構内を含む三角州性低地よりも山地，丘

陵部(さらに日本海側の花畔砂堤列なども含むが)に主に生立する針葉樹類やカシワ， ミズナ

ラ，イヌエンジュ，ウダイカンバなどがみられることから，その噴の構内は針葉樹と広葉樹の

混生する所で，その後これらの樹種が姿を消し，低湿性のハンノキ，ヤチダモ，ハルニレを主

体に変化していったと考えられる。しかし，弱湿性から乾性土壌にみられるイタヤカエデは依

然として残存し，構内にはその優勢な林分がみられるほどである。

植生の変化は土壌水分と関係することが知られている。昭和40年代以降より知られる地下

水汲み上げや排水溝の開削進展による札幌市北部の地下水位低下については松下 (1977)によ

り昭和 38~50 年の様々な調査結果から 4 つの変動パターン(1.不規則型 2. 夏低冬高型，

3.直線下降型 4.水平型)が示され， 3. の水位降下率は 50~90cm/年に達し，この間回復の

兆しはみられなかったという。小島 (1962)は構内の残存植生として流畔のハンノキーヨシ群

落，流畔低地のハンノキーミズバショウ群落，低地のハンノキーオオバナノエンレイソウ群落，

台地平坦面のイタヤカエデークマイザサ群落とハルニレ群落を記録している。また恒屋・伊藤

(1983)は構内を含む札幌市北部の三角州性低地褐色低地土の残存群落の種構成・構造と立地・

資料調査から潜在自然植生を推定し，ハルニレ←ヤチダモ林であることを示した。この中で水

位低下とハルニレ，ヤチダモの生育更新については，松井の述べた水位低下がどんな影響をあ

たえているか判断は難しいとしながらも，森林の階層構造からハルニレが後継樹を有し当時の

条件下でも生活でき，ヤチダモも個体数が多いと述べている。今回の調査でみるかぎり，その

後の水位低下が多少なりとも続いているとしても，小島や恒屋・伊藤の調べた地形一土壌水分
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の乾湿系列にほぼ対応した(湿)一(乾)，ハンノキーヤチタゃモーハルニレーイタヤカエデとい

う配列は変わっていないと考えられる。しかし，最も湿性側にあるとみられるハンノキについ

ては，他の樹種の生育更新状況もそれほど変わっていないと観察されるのに対し，構内で約50

個体(胸高直径6cm以上)を数えるものの後継樹の更新をほとんどみず，土壌の乾燥化に敏感

と思われ，付属図書館付近で枯死・先枯れが目立つている。本種については更新しうる箇所が

ますます狭められていると考えられ，今後大いに注意を払わなくてはならないだろう。

構内各所でみられる帰化植物については，小泉(1980)は札幌市で調べた650種の植物中

約5分の lの120種が帰化植物であったという。また札幌市北西部での桧森(1980)の調査で

は65%(45"-'83%)と多かった。札幌市の主要道路沿いの路傍雑草を調べた伊藤ら(1986)は

全体に共通なセイヨウタンポポ，カモカ'ヤ，シロザ，シロツメクサなどがよく定着しており，

戦後問題になったアレヂマツヨイグサ， トゲハチシャ，プタナ，キレハイヌガラシ，セイタカ

アワダチソウはそれらに劣り，地域的指標性にも乏しいと述べている。これらはほとんどが構

内でもよくみられるが，今回の調査では樹林地でもセイヨウタンポポ，シロツメクサ，オオバ

コ，アカツメクサ， ヒメジョオン，キクイモ，オオアワガエリ，カモガヤ，アレヂマツヨイグ

サなど飯泉(1975)にみる 1925年頃の約800種の帰化植物に含まれる古典的戦前派外来帰化植

物の他，オオハンゴンソウ，オオアワダチソウ，ハルジョオン，アメリカオニアザミなど戦後

派外来雑草(伊藤ほか 1982)がみられた。樹林地内部の帰化植物はそう多くはないが，林縁部

では周辺雑草群落からの侵入定着により，殊に草丈の大きい戦後派のオオハンゴンソウ，オオ

アワダチソウが優位を占め，戦前からのキクイモ，オオアワガエリ，カモガヤなどを含め， 7軍

然として繁茂しているのが一大特色である。

このことは，これら戦後派(もちろん戦前派も含め〉帰化植物の樹林地周辺への侵入をも

たらした自然改変，表土撹乱がこれまでの様々な構内整備計画や施設の新増設に伴い， Sl"-'S9

の各樹林地付近で行われていたことを物語っており，結局北海道大学構内では十分な自然環境

調査に基づく全体的な長期展望なしに推移してきたとみられる。しかし，進行する札幌市の人

口増大(昭和63年7月1日現在1，615，814人)と大都市化の中で，北海道大学構内は開拓以前

の林相の断片を含む歴史的にも貴重な緑地空間であることから種々の学術調査を行い，長期的

かつ計画的な環境保全が注意深く早急に進められるべきであろう。

まとめ

北海道大学構内の樹林緑地は石狩平野部の開拓前の林相の断片を残すが，札幌市街地で最

大の面積を占める緑地空間としても重要な位置を占める。本報はこの樹林緑地の環境保全は今

後いかにあるべきかを考える基礎として自生・植栽樹種や並木，樹林地の実態調査を行った結

果の一部である。

1. 北海道大学構内に存在する，庭園潅木を除く樹種数は30科49属92種で，広葉樹が72
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種 (78.3%)と大部分の 5分の 4を占める。圏外からの導入は約3分の 1の29種を占める。構

内の自生種は広葉樹のみと思われ，種数では27種と北海道産広葉樹54種の 2分の 1，広葉樹72

種の約4割 (37.5%)，針葉樹を含めた全体の約3割 (29.3%)にすぎなかった。

2. 胸高直径6cm以上の樹木本数6，670本のうち，ハルエレが圧倒的に多く約5分の

1 (21.2%)，以下ポプラ類 (9.6%)，シラカンパ (9.4%)，イチイ (8.5%)，ヤチダモ (5.1%)

などの順となり，自生種は合わせて 45%強と半数近くに達した。

3. 各樹種の樹高最大個体の配置図やサイズ，さらに代表的なポプラ，ハルニレ，イチョ

ウ各並木の概要を明らかにした。

4. 25mX25m以上の面積を有する 9箇所の樹林地について種構成や更新傾向等を明ら

カ寸こしTこ。

5. 構内の樹林線地はともすれば全体的な展望をもたず，無制限的ともいえるような様々

な環境変化(表土撹乱，水位低下，植栽，伐採や面積の減少，逸出作物や帰化植物の侵入繁茂

など)の中に推移してきたと思われる。しかし，北海道大学構内は札幌市の進行する人口増大

と大都市化の中で，開拓以前の林相の断片も含む歴史的にも貴重な緑地空間であることから，

種々の学術調査を急ぎ，長期的かつ計画的な環境保全が注意深く進められるべきであろう。
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Surnrnary 

The present paper， based on a study made in 1988， examines the typ田 ofwoods and trees on 

the Sapporo campus of Hokkaido University. These woods are important as remnants of pre 

-Meiji era (pre-development times of Hokkaido) forests and have a very important position as 

a large-scale green space in Sapporo， the largest city north of Tokyo. 

1. Tree species except shrubs for garden greening comprised 30 families， 49 genera， and 92 
species. The percentage of deciduous broad-leaved tree species on the campus was very high; 

78.3 %. The percentage of tree species introduced from foreign countries including deciduous 

trees was 31.5 %. The percentage of spontaneous tr田 specieswas 50.0 % of the broad-leaved 
trees found in Hokkaido， and 29.3 % of the total species on the campus. 

2. The number of individuals over 6 cm in DBH (diameter br回 sthigh) was 6，670. The 

numerical proportion of major species individuals was as follows : Ulmus davidiana var. ja，ρonica 

21.2%， Popul，陥 sp.(Poplar) 9.6 %， Betulaρゐ砂hyllavar. j，ゅonica9.4 %， Taxus仰ゆidata
8.5 %， Fraxinusmanゐhurica5.1 %. The percentage of spontaneous tree species was approxi-
mately 45 %. 
3. The location and size of the tallest tr田 individualsare clarified in this paper and the tree-lined 

avenues are outlined. 

4. The species composition and regeneration of 9 wood stands (Sl-S9) over 25 m x 25 m on the 

campus were inv<田 tigated.

5. The physiognomy of woods on the campus has been changed by various anthropogenic 

agenci田 suchas disturbance of surface soil， lowering of water level， felling， and decline of 
wooded areas. In order to preserve such large-scale remnant spaces in Sapporo， long-term， well 

-planned management of the environment should be carried out based on scientific research. 
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写真 1 低温科学研究所前の落葉広葉樹混生林(S1) 0988年7月 16日撮影)

Photo 1. Deciduous broadleaved stand(Sl) mainly composed of Ulmus davidiana var 
japonica， Belula plat沙hyUava r. j，σρonica， Populus sp. in front of the Institute 

of Low Temperature Science. Ouly 16， 1988) 

写真 2 遺跡保存庭園内ハ γノキ優占林(S2) 0988年 7月 16日撮影〕

Photo 2. Stand(S2) dominated by Alnus japonica in the historical park for preserving 

archaeological remains of Hokkaido University campus. Ouly 16， 1988) 
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写真 4 I日恵麹寮跡地周閤ヤチダモ優占林(54) 0988年7月16日撮影〉

Photo 4. 5tand(54) dominated by Fraxinus mandshurica around the 
late student dormitories named Keiteki-Ryo. Ouly 16， 

1988) 

遺跡保存庭園内ヤチダモ壮齢林(53) 0988年7月16日撮影〉

5tand(53) dominated by middle-aged individuals of Frax 
inus mandshurica in the historical park for preserving 
archaeological remains of Hokkaido University campus 

Ouly 16， 1988) 

写真 3

Photo 3 
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写真一5 旧織影寮跡地周囲イタヤカエデ優占林CS5) 0988年7月16日巌影〕

Photo 5. StandCS5) dominated by Acer mono around the late student dormitories 
named Yuei-Ryo. Ouly 16， 1988) 

写真 6 同林分中のヤマグワ優占箇所 0988年8月23日撮影)

Photo 6. Mo向日 bombycistrees in the standCS5). CAug 23， 1988) 
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写真 7 教養部体育館南側ポプラ若齢林(57) 0988年 7月16日撮影)

Photo 7. Popul，附 nigravar. ilalica young stand(57) at south of the gymnasium of 

Department of General Education. (July 16， 1988) 

写真 8 中央食堂西側の落葉広葉樹混生林(58) 0988年7月2日撮影)

Photo 8. Deciduous broadleaved stand(58) mainly composed of Ulmus davidiana var 

jゅonica，Salix sachalinensis， Fraxinus mandshurica at west of the Central 
Cafeteria of the Hokkaido University Co-operatives. (July 2， 1988) 

215 
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写真 9 環境科学研究科北東側の針広混生林(58) 0988年5月2日撮影〉

Photo 9. Mixed stand(59) mainly composed of Robinia pseudoacacia， Acer mono. Acer 

negundo， Ulmus davidiana var. japonica.おlixsachalinensis and some conifers 

at northwest of Graduate 5chool of Environmental 5cience. (May 2， 1988) 

写真 10 岡林分中に多くみられるニセアカシア後継樹 0988年5月2日撮影)

Photo 10. Lobinia pseudoacacia seedlings in the stand(58). (May 2. 1988) 
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写真 12 第一農場横のポプラ並木 0988年7月16日撮影〕

Photo 12. The Po;ρulus sp. tree-lined avenue at the Agricultural 
Experimental Farms. Ouly 16， 1988) 

写真 11 農学部付属演習林苗畑の植林地(S9) 0988年8月23日撮影〕

Photo 11. Mixed plantation(S9) mainly composed of Abies homole. 

pis， Lar官 gmelinivar. olgensis at the nursery of College 

Experiment Forests. (Aug. 23， 1988) 
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写真 13 中央道路沿いのハノレニレ並木 (1988年8月23日撮影〕

Photo 13. The Ulm附 davidianavar. j，ゆonicatree-lined avenue along the main road Cit runs from south 
to north) in the campus. (Aug 23， 1988) 

写真一14 北13条道路沿いのイ チョウ並木 (1988年8月23日撮影〕

Photo 14. The Ginkgo biloba tree-lined avenue along the kita-13-jo road in the campus. (Aug 23， 1988) 



北海道大学構内の樹種構成 (春木 ・霧崎 ・滝川1)

写真 15 環境科学研究科屋上からの医学部付属病院側 (北側)の眺望 0988年5月23日撮影)

Photo 15. A view at north of Graduate School of Environmental Science. (May 23， 1988) 

写真一16 環境科学研究科屋上からの西側lの眺望 0988年5月23日撮影)

Photo 16. A view at west of Graduate School of Environmental Science. (May 23， 1988) 
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写真 17 理学部南側のハノレニレ群・芝生地(理学部ローン) 0988年8月23日撮影)

Photo 17. A view 01 Ulmus ぬ tノidianavar. japonica and lawn at south 01 Faculty 01 Science. CAug 23， 
1988) 

写真一18 理学部南側の落葉広葉樹小林分 0988年7月2日撮影)

Photo 18. Small stand 01 deciduous broadleaved trees planted， composed 01 Acer saccharum and many 
seedlings，ぬlixjessoensis， Caηla sp.， Juglans ailanlhifolia， Ailanlhus altissima， etc. at south 

01 Faculty 01 Science. Ouly 2， 1988) 
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写真 19 環境科学研究科屋上からの百年記念会館，中央ローン側 〔南西側〕の眺望 0988年5月23日撮影)

Photo 19. A view at southwest of Graduate School of Environmental Science. CMay 23， 1988) 

写真一20 サクシユコトニ川と中央ロ ーン 0988年8月23日撮影〕

Photo 20. A view of Sakushu-kotoni R. and lawn， Al即日 japonicaand other trees. CAug. 23， 1988) 
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写真一21 農学部正面のハノレユレ群 0988年8月23日撮影〉

Photo 21. A view of Ulmus davidiana var. j，ゆonicain front of Faculty of Agriculture. CAug. 23， 1988) 

写真 22 農学部付属演習林苗畑のカラマツ植林地 0988年7月2日撮影〉

Photo 22. Small stand of Larix lettoletis planted at the nursery of College Experiment Forests. (J uly 2， 

1988) 
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